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研研究究タタイイトトルル：：  

FDTD 法の雷サージ解析への応用 

 

氏氏名名：：      チャン フウ タン／TRAN Huu Thang EE--mmaaiill：：  thangth@tsuruoka-nct.ac.jp 

職職名名：：  准教授 学学位位：：  博士（工学） 

所所属属学学会会・・協協会会：：  米国電気電子学会（IEEE），電気学会（IEEJ） 
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技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・電力系統解析 

・FDTD 法による電磁波シミュレーション 

 
研研究究内内容容：：  FFDDTTDD 法法のの雷雷ササーージジ解解析析へへのの応応用用  

雷雷ササーージジ  
侵侵入入経経路路にによよるる分分類類  

  

FFDDTTDD 法法（（時時間間領領域域差差分分法法））  

 
 

 

①①  直直撃撃雷雷  

②②  誘誘導導雷雷  

③③  逆逆流流雷雷  

簡簡単単にに言言ううとと・・・・・・

マクスウェルの方程式をコンピュータが計算できる

ママククススウウェェルル方方程程式式
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提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

ハイスピード PC   

FORTRAN ソフト   

    

    

  

  

FFDDTTDD 法法ののササーージジ解解析析

へへのの代代表表的的なな応応用用  

 接地電極 

 架空送電線・鉄塔・  

垂直導体 

 架空配電線 

 電力ケーブル 
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技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・電磁界解析 

・誘電体の誘電特性測定 

・マイコン、シーケンサ制御の公開講座等 

 
研研究究内内容容：：  共共振振方方式式無無線線給給電電方方式式のの実実験験環環境境及及びび電電磁磁界界解解析析モモデデルルのの構構築築  

無線給電とは、コイルやアンテナを使用して電磁エネルギーに

より、電気コードなどの物理的接触を行わずに、非接触で電力を

送ることである。電磁誘導やマイクロ波などの方式で電力伝送技

術が進んできたが、エアギャップが数 cm程度である一部の製品に

のみに使用される技術に留まっていた。新たな伝送方式である電

磁界共振結合を用いたワイヤレス給電が発見され、この新たに発

見された方式は従来、不可能とされていた数 m のエアギャップで

高効率伝送が実現できることが分かってきた。 

本研究では、共振方式の無線給電システムの検討を行うため

に、無線給電システムの試作、試作システムの電磁界解析モデル

の検討を行っている。試作システムを解析モデルの二つを構築す

ることで、試作・数値計算・検討・試作システムの改良が効率よく実

施できる。 

現在、図１に示すような、コイル二基を対面に配置した簡単な無

線給電システムを構築し、共振方式における無線電力方式につい

て検討を行っている。 

実験環境の構築と平行して、電磁界解析ソフトを使用し、実験と

の比較を行い電磁界解析ソフトの有効性を確認する。図２は図１

の実験環境を PC 上に模擬したコンピュータモデルである。電解解

析ソフト(WIPL－D)を使って、解析モデルと実験環境の比較を行

い、解析モデルの精度向上を試みている。 

当研究室では、WIPL-Dのような商用パッケージによる解析のみ

ならず、FD-TD 法を利用した電磁界伝搬についての解析を続けて

いる。FD-TD 法はプログラムが容易であるため、例えば図３のよう

な電磁波伝搬は容易に計算可能である。上記のような実験環境に

FD-TD 法を直接適用することは困難であるが、FD-TD 計算法自

体に改良が進められており、改良された FD-TD 法を用いても解析

を試みている。 

 

 提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

Agilent Technologies ネットワークアナライザ(N5230A)   

電波暗箱   

    

    

    

  

  

図１ 実験環境 

図２ 送受電コイルの解析モデル 

図３ FDTD 法による計算例 
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